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1 ．は じめ に

　衣服や ア クセ サ リー
、メイ クア ッ プ 、ヘ ア ス タ

イル ・ヘ ア カ ラ
ー

と い っ た服飾 ・装身具は他者 に

呈 示 され る自己 イ メ
ージを コ ン ト ロ

ール す る道

具 の
一

つ で あ り、私 た ちは こ れ らを通 じて 自己 の

社会的役割 や パ ー ソ ナ リテ ィ を伝 達 し て い る と

考え られ る。
一．一方、色 は感情 と深 い 結び つ きを持

ち、色か ら様 々 な情報を得て い る 。 色 と服飾 と の

連 関で い えば、他者 の パ ー
ソナ リテ ィ評価 が その

人 物 の 衣服 の 色 や髪 の 色 に よっ て影 響を受 け る

こ とが知 られて い る。

　そ こ で 私 た ちが 日常的 に行 っ て い る被 服行 動

の うち特 に色 に関連する選択 と、他者 に対 し て 呈

示 し た い 自己 イ メ
ージ との 関係 を知 る こ とを 目

的 と した調査 を実施 した．
J こ の 結果 、 目常的 に着

用す る衣服 の 色 選択行 動 と呈示 した い パ ー
ソナ

リテ ィ イ メ
ージ の 間に

一
定の 関連が あ る 可 能性

が 示 唆され た の で報告す る 。

2 ．方法

　東京近 郊在住の 日本 入女性 198 名 （20 −59 歳 、

平均年齢 39．7 歳）を対象 とし、平成 24 年 11 月

18 日一 12 月 ／2 日に 、会場で の 面接お よび 調査票

記入 か らなる調査 を実施 した 。
フ ァ ッ シ 5 ン に よ

っ て 見せ た い 自己 の パ ー
ソナ リテ ィ と実際 に 日

常生活 に お い て 着用 する服 の 色 を、自記入 調査票

に よ り聞 き取 りを行 っ た。なお 、本部分に 関 して

回 答 に不備 があ っ た 1名 を除い た 197 名に つ い て

解析をお こ な っ た 。

　フ ァ ッ シ ョ ン に よ っ て 見せ た い 自己 の パ ー
ソ

ナ リテ ィ は、16 項 目の 形容詞対 に対 し 、
「ヘ ア カ

ラ
ーや メイ クア ソ プ 、服飾 な どの お し ゃ れ をす る

こ とで 自分 を どの よ うに見せ た い と思 うか 」 を

「非常に あて は まる 」 か ら 「全 くあて はま らない 」

まで の 7 段階で 回答 させた。

　 H 常的 に着用す る服 の 色は 、高演色昼 白色蛍光

灯 （東芝 ライテ ッ ク FLR40SIN −EDLIM −NU ）で 照

明 された 会場にお い て色見本 を呈示 し、その 中か

ら普 段 着用す る服 の 色 と し て 当て は ま る もの を

選択 させ る こ とで 聴取 した 。 色見本 に は 日本色彩

研 究 所 の 発 行 す る新配色 カ
ー

ドか ら 7 トーン

（pa ］e
，　1ight　grayish ，　light，　 dull，　 dark ，　 deep ，

vivid ）7色木目（PCCS色ホ目2：red ，4 ：reddish 　orange ，

8 ：yellow ，　10 ：ye1 ］．ow 　green ，　12：green ，　18：blue，

22 ；purple ）及び 、 黒、自、グ レ イ （Gy −3．5
，
　Gy −5．5

，

Gy・7．5）を加 えた 54 枚を系統的 に選択 し、3c皿

× 4cm の 大 き さに切 り とっ た もの を 白色 の 台紙

に貼 り付 けて 呈示 した 。

3 ．結果と考察

3 − 1 ．フ ァ ッ シ ョ ン によ っ て 見せ た い 自己 のパ

ー
ソ ナ リテ ィ

Table　1 表出したい 自己の パ ー
ソナ リテ ィ

因 子 名 尺 度 第一因子 1第二 因子 「第黒 因子

社会 的

望 ま しさ

道徳 的

分別 の ある

賢 い

信頼 で きる

きちん とした

落ち着い た

有能な

　 　 l　　 　　　　 　　　　 　　 I

．8021 　　 −．0301　　 ．042
　 　 1　 　 　 　 i
．7941 　　 −．0421 　　 ．G11
　 　 　 　 　 　 　 ：　 　 旨
．7851 　 　 丶 0231 　 　 ．059
　 　 1　 　　 　 　 1
．7361　 　 ．1901 　 「 130
　　：　　　　　　　　　　　　　　1

」281 　　 ．0522 　 −．063
　　 1　　　　 3
．フ021　　

−．0701　　
−，041

　 　 1　　 　　 　 1
．6β21　 　 ．0371 　 　 ．119

対人

好ま しさ

好か れ る

親 しみ や す い

魅力 的

社交 的

外 向的

神経質 な

．096 ［　 　 ．8731 　   ｛フ5
　　 1　　　　　 1
．0201 　 　 ．72引 　 　 　．011　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　」
，025 ｝　 　 ．7191 　 −．067

　 　 1　 　 　 　 1

：躓 ：：i：1籌
　 　 　 　 　 蹴 3721　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．289．1961
　 　 　 　 　 　 　 　旨

自分

らしさ

個性 的な

積極 的な

自由な

　 　 ｝
．042 ；　 「 204i 　 　 ．788

船 51 　 」331 　 」54
　　 ；　　　　 3
r129 　1　　　　　　．141　1　　　　　　．579
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　 赧 飾に よ っ て見せ た い 自己 の パ ー
ソナ リテ ィ

に 対する回答結果 を 「非常 に あて は ま る」 を 7 、

　「全 くあて は まらない 」 を 1 と して ス コ ア 化 し、

反 復 主因子法、プ ロ マ ッ ク ス 厠 転 に よ る因子 分析
を 行い 、 3 因子 を抽出 した （Table　1）。第

一
因子

は 道徳性や分別 、賢 さ 、 き ちん と し て い る こ とな

ど社会の
一
員 として 求 められ る尺 度が含まれ て

い る こ とか ら 「社会的望ま しさ」 が 、第二 因子 は

親 しみやす さや社交性 、好 かれ る とい っ た対人 関

係 上 好ま しい と考え られ る尺 度が 含まれ る こ と

か ら 「対人好 ま し さ」 が、第三 因 子 は個性、積極

性 、 自由 と い っ た 自分 らしさの 表現 に 関わ る尺度

が含 まれ る こ とか ら 「自分 ら し さ」 を反映す る と

考 え られ た。

3 − 2 ．着用する衣服の 色

　 普 段着 る服 の 色 と し て 選択 され た色数 は平 均

9．6 色で あ り、年齢に よ る違い は 見 られ なか っ た 。

全 54 色の 色票 の 選択率 を、色相及 び ト
ー

ン ご と

に 分 け て 集計 した。そ の結 果、色相 と して は無彩

色 が 最も多 く選択 され （工97 名 中 19ユ名 選択 ）、
っ

い で red （143名）， blue（134 名），　 reddish 　orange

　（128 名） の 順に 多く選択 された 。反対 に選択者

が 最 も少 な か っ た の は、ye］！ow 及び ye］ユow 　green

（両 者 とも 63 名）で あ り、次い で green （87 名 ）

で あ っ た。 ト
ー

ン としては、最 も多く選択 され た

の が dark （147 名）で あ り 、
つ い で deep（130 名 ）

が 多 く選択 された。反対に選択者が少 なか っ た の

1ま、　1ight　grayish （73 名），　du！！（78 名），　pale （81

名 ）で あ っ た 。 三浦 らに よ る先 行研 究 にお い て は

女性 が身 に っ けたい 色 と して black，　 tvhite と並

ん で pale ト
ー

ン が 挙が る と い う結果 が 報告 され

て い る 。 今 1罰 dark トーン お よび deep ト
ー

ン が多

く選択 された 理 由と して、調査が秋 に行われ た こ

と、日常的に身に っ け る色 をい くつ で も選択可能

で あ っ たた めに よ り普段使 い の 色 が 多 く選択 さ

れ る傾向にあ っ た こ とが考え られ る。

3 − 3 ．表出 した い 自己 の パ ー
ソナ リテ ィ と着用

す る服 の色 の 関係

　個 々 の 被験者 の 着用 色選 択パ タ
ー

ン を知 るた

め 、 身 に着ける色 として選択 され た もの を ］ 点、

選 択 され なか っ た もの を 0 点 と し、各色に対す る

ク ラ ス ター分析 （Ward 法 、 平方ユ
ー

ク リ ソ ド距離）
を 実施 した。その 結果、色票は 「淡い 色」、「は っ

き りと した色 ・濃 い 色」、「基本 色」、「無彩色 」 の

4 っ に分類 された （Tabユe2 ）。 各被験者 の着 用色 ク

ラ ス タ
ー

得点 を ク ラ ス ター構 成 色 の 中か ら選択

した色 の 数 として 算出 した。また全 色票の 中で の

選択色数を、被験者が 日常的に 着用す る衣服の 色

の バ リエ
ー

シ ョ ン の 多 さの 指標 と した。

Table　 2 着用する衣 服の色ク ラス ターと構成色

衣 服 色 クラス タ
ー

構 成 色 票

及び構成色数 （PCCS 表記 による）

淡 い 色 （30 色 ） p2，p4，ρ8，　p10，　p12，　p18，　p22
踵g2jtg4，鑓g8，　Itg10，　ltg12、　Itg18，　Itg22
it2，1t4，置10，　Il12，旧 8，　lt22
d2，　d4，　d8，　dで0，　d12，　d18，　d22
dk8，　dp10，　vで0

はっ きりとした色・ It8

濃い 色 dk10，dk12
（14 色） dp4，　dp8，　dp12，dp18，dp22

v2 ，　v4 ，　v8 ，v12 ，v18 ，　v22

基 本色 （5色 ） dk2，dk4，dk18 ，
dk22

dp2

無彩 色 （5色 ） W ，Gy −3．5，　Gy −5．5、　Gy −7．5 ，
　Bk

　 フ ァ ッ シ ョ ン に よ っ て 見 せ た い 自己 3 因子 の

因 子得点 と、着 用す る服 の 色 の 各ク ラ ス タ
ー

得 点

と の 相 関を調べ た結果 、「対人好 ま し さ」 と　「淡

い 色」 （r ＝，145，p く．05）、 「対 人 好ま し さ」 と
「基 本色」 （r ＝．168

， p く．05）、
「自分 ら し さ」

と 「は っ き り と した 色 ・濃い 色」（7
−；，157，p く．05）

の 間に 有意な 正 の 相 関が 見 られ た。ま た 、「対 人

好ま しさ」 は 身 に着ける服 の 色の 総数 とも有意な

正 の 相 関が見 られ た （r ；．192，p く ．01）。
い ず

れ も相 関は弱 い もの の 、表 出 した い 自己 の パ ー
ソ

ナ リ テ ィイ メ
ー ジ の 種類 に よ っ て 日常的 に 選択

して い る衣服の 色や、衣服 の 色 の 種類 の 多 さに違

い がある こ とが 示 唆された。

4 ．結論

　 日本 人 女性 が フ ァ ッ シ ョ ン に よ っ て 表 出 した

い 自己 の パ ー
ソナ リテ ィ特性 と して 、社会 的望 ま

しさ、対人好 ま しさ、自分 ら し さの 三 因子 が抽出

され た。またこ れ らの 因 子得点 と被験者が普段着

用す る服の 色の 間の 相 関か ら、 N 常的な衣服の 色

選択 と表 出 した い 自己 の パ ー
ソナ リテ ィ イ メ

ー

ジ との 間に 関係が ある こ とが示 唆 され た。
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